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今村峯雄年譜
1942年（昭和17年）
　　10月19日　福井県越前市に生まれる
1961年（昭和36年）
　　3月　福井県立武生高等学校卒業
　　4月　横浜国立大学工学部応用化学科入学
1965年（昭和40年）
　　3月　横浜国立大学工学部応用化学卒業
　　4月　東京大学大学院理学系化学研究科修士課程入学
1967年（昭和42年）
　　3月　東京大学大学院理学系化学研究科修士課程終了
1970年（昭和45年）
　　3月　東京大学大学院理学系化学研究科博士課程終了（理博）
　　　　　「AStudy　on　Cosmic－Ray－Produced　Nuclides　in　Iron　Meteorites」により理学博士号（東京大学）
　　　　　を取得
　　4月　日本学術振興会奨励研究員
　　9月　カリフォルニア大学（サン・ディエゴ）博士研究員
1972年（昭和47年）
　　5月　東京大学理学部（化学教室）助手
1973年（昭和48年）
　　11月　東京大学原子核研究所助手に配置替
1985年（昭和60年）
　　7月　東京大学原子核研究所助教授
1986年（昭和61年）
　　4月　東京大学大学院理学系研究科担当（兼担，1996年9月まで）
1996年（平成8年）
　　10月　国立歴史民俗博物館教授
1998年（平成10年）
　　4月　金沢大学教授（併任，2001年3月まで理学部付属低レベル放射能実験施設）
1999年（平成11年）
　　4月　総合研究大学院大学文化科学研究科教授（併任）
2004年（平成16年）
　　4月　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館教授・研究総主幹（併任，2006年3月まで）
　　　　　総合研究大学院大学文化科学研究科担当教授
2008年（平成20年）
　　3月　人間文化研究機構国立歴史民俗博物館・総合研究大学院大学を定年により退職
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今村峯雄著作目録
1　単著
1．『年代をはかる』日本規格協会　1991年
ロ　編著
1．『弥生時代の実年代』（春成秀爾と共編）学生社　2004年
2．『高精度年代測定法の活用による歴史資料の総合的研究』（小林謙一と共編）国立歴史民俗博物館研究
　　報告　第137集　2007年
3．『弥生はいつから？1一年代研究の最前線一』企画展　図録　国立歴史民俗博物館　2007年
皿　分担執筆
1．「微弱放射能一ベータ・ガンマ・エックス線放射体」新実験化学講座10『宇宙地球化学』丸善　1976年
2．「加速器による年代測定」『応用放射線ハンドブック』朝倉書店　1990年
3．「希ガス」『分析化学要覧』丸善　1991年
4．「加速器質量分析」第4版実験化学講座14「核・放射線』丸善　1992年
5．「考古学における14C年代測定一高精度化と信頼性に関する諸問題一」『考古学と化学をむすぶ』東京
　　大学出版会　2000年
6．「年代研究の最先端」（講演会収録）『揺らぐ考古学の常識』総研大日本歴史専攻・国立歴史民俗博物館
　　2004年
7．「自然科学と考古学」『考古学と歴史』（財）放送大学教育振興会　2004年
8．「科学的年代測定はどこまで進んだか」「科学が解き明かす古代の歴史』クバプロ　2004年
9．「AMS炭素年代測定法と暦年較正」『弥生時代の新年代』第1巻　雄山閣　2006年
10．「考古学・文化財への利用」『原子力ハンドブック』オーム社　2007年
1V　報告書
1．「松江市・夫手遺跡出土縄文時代前期土器（漆液容器）の実年代」『松江市文化財調査報告書第81集
　　夫手遺跡発掘調査報告書』松江市教育委員会（坂本稔・永嶋正春と共著）2000年
2．『日中古代青銅器および土器の産地に関する自然科学的研究』国立歴史民俗博物館（平成11～平成12
　　年度科学研究費補助金・基盤研究（A）（2）研究成果報告書）2001年
3．「向郷遺跡出土試料の炭素年代測定」『向郷遺跡VI』立川市埋蔵文化財調査報告12（小林謙一と共著）
　　2002年
4．「浅間山古墳出土試料の炭素年代測定」『印旛郡栄町浅間山古墳発掘調査報告書第1分冊』（小林謙一
　　他と共著）千葉県2002年
5．「分谷地A遺跡出土土器の炭素年代測定結果について」『分谷地A遺跡　縄文時代後期の漆器』（小林謙
　　一と共著）　新潟県黒川村教育委員会　2002年
6．「分谷地A遺跡出土試料の炭素年代測定」『分谷地A遺跡n下段（V区）編縄文時代漆製品』新潟県
　　北蒲原郡黒川村埋蔵文化財調査報告書第8集（小林謙一・坂本稔と共著）新潟県黒川村教育委員会
　　2003年
　7．「上安原遺跡出土土器の炭素年代測定」『上安原遺跡1（金沢市文化財紀要192）』金沢市（小林謙一と
　　共著）2003年
　8．「第5章　福岡市雀居遺跡出土土器に付着したススの年代学的調査」『福岡市埋蔵文化財調査報告書第
　　748集　雀居9（別冊）』（藤尾慎一郎・坂本稔と共著）福岡市教育委員会　2003年
　9．「佐賀県唐津市梅白遺跡出土資料の年代学的調査」『佐賀県文化財調査報告書第154集　梅白遺跡』（藤
　　尾慎一郎・坂本稔と共著）佐賀県教育委員会　2003年
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10．「福岡市笠抜遺跡出土杭の年代学的調査」『笠抜遺跡1・2次調査』福岡市埋蔵文化財調査報告書第752
　　集（藤尾慎一郎・坂本稔と共著）福岡市教育委員会　2003年
11．「南鍛冶山遺跡下の根地区出土土器の炭素年代測定」『南鍛冶山遺跡発掘調査報告書一藤沢市都市計画
　　事業北部第二（二地区）土地区画整理事業に伴う調査一第10巻　古代6・付編』（小林謙一と共著）藤
　　沢市教育委員会　2003年
12．「第2節　田端遺跡出土土器の炭素年代測定」『東京都町田市　田端遺跡』（小林謙一・坂本稔と共著）
　　町田市教育委員会　2003年
13．「玉ノ井遺跡出土試料の炭素年代測定」『玉ノ井遺跡（第3・第4次）』埋蔵文化財調査報告書44（小林
　　謙一・坂本稔と共著）名古屋市教育委員会　2003年
14．「付章4福島県楢葉町馬場前遺跡出土土器の炭素年代測定」『常磐自動車道遺跡調査報告書第34』福
　　島県文化財調査報告書第398集（小林謙一と共著）福島県文化振興事業団　2003年
15．「付章1福島県富岡町前山A遺跡出土土器の炭素年代測定」『常磐自動車道遺跡調査報告書第35』
　福島県文化財調査報告書第399集（小林謙一・坂本稔と共著）福島県文化振興事業団　2003年
16．「福島県栗木内遺跡出土炭化種子の炭素年代測定」『福島空港・あぶくま南道路発掘調査報告書14』福
　　島県文化財調査報告書第406集（小林謙一と共著）福島県文化振興事業団　2003年
17．「付編1　福島県南倉沢・稲干場遺跡出土試料の炭素年代測定」『一般国道289号南倉沢バイパス遺跡
　発掘調査報告1』福島県文化財調査報告書第409集（小林謙一・坂本稔と共著）福島県文化振興事業
　団　2003年
18．「第3章　野辺地蟹田（10）遺跡出土試料の炭素年代測定」『野辺地蟹田（10）遺跡H　野辺地蟹田（12）
　遺跡　向田（34）遺跡一国道279号有戸バイパス建設事業に伴う遺跡発掘調査報告一』（小林謙一・坂
　本稔と共著）青森県教育委員会　2003年
19．『縄文時代・弥生時代の高精度年代体系の構築』国立歴史民俗博物館（文部科学省科学研究費補助金・
　基盤研究A研究成果報告書）2004年
20．「畑内遺跡出土縄紋晩期土器付着物の炭素年代測定」『研究紀要』第9号（小林謙一・坂本稔・佐藤智
　生と共著）青森県埋蔵文化財センター　2004年
21．「報文千葉県富里市古込V遺跡千葉県富里市古込遺跡出土炭化物の14C年代測定」『考古学』2　安斎
　正人編（小林謙一・永嶋正春と共著）2004年
22．「高知県土佐市居徳遺跡出土土器の1℃年代測定」『居徳遺跡群W』（藤尾慎一郎他と共著）（財）高知
　県文化財団埋蔵文化財センター2004年
23．「神奈川県小田原市中里遺跡出土試料の1℃年代測定」『中里遺跡第1地点発掘調査報告書』（設楽博巳・
　小林謙一と共著）2004年
24．「大阪府瓜生堂遺跡出土弥生～古墳時代土器の1℃年代測定」『瓜生堂遺跡』大阪文化財センター調査
　報告書第106集（小林謙一他と共著）2004年
25．「岡山市南方（済生会）遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『岡山市埋蔵文化財センター年報』平成
　14年度（小林謙一他と共編）2004年
26．「鹿児島県西之表市鬼ヶ野遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『鬼ヶ野遺跡』西之表市埋蔵文化財発
　掘調査報告書14（小林謙一・藤尾慎一郎と共著）西之表市教育委員会　2004年
27．「W自然科学分析八戸市是川遺跡・風張遺跡出土試料の1℃年代測定」『八戸遺跡調査会埋蔵文化財調
　査報告書第5集　是川中居遺跡中居地区G・L・M』八戸市埋蔵文化財調査報告書第102集（小林謙
　一他と共著）2004年
28．「第W　自然科学分析　多摩ニュータウンNo．520遺跡出土試料の炭素年代測定」『多摩ニュータウン
　No．520遺跡（2）』東京都埋蔵文化財センター調査報告第137集（小林謙一・坂本稔と共著）東京都
　埋蔵文化財センター　2004年
29．「青田遺跡出土土器付着試料の14C年代測定」『青田遺跡関連諸科学・写真図版編』新潟県埋蔵文化財
　調査報告書第133集（小林謙一・坂本稔と共著）財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　2004年
30．「群馬県安中市向原遺跡出土試料の14C年代測定」『天神林遺跡・砂押皿1遺跡・大道南n遺跡・向原n遺跡』
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　（小林謙一・坂本稔と共著）安中市教育委員会　2004年
31．「多摩ニュータウン内No．243遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『東京都埋蔵文化財センター調査
　報告』第155集（小林謙一・坂本稔・陳建立と共著）2004年
32．「西ヶ原貝塚出土土器付着物の14C年代測定」『西ケ原貝塚』IV（小林謙一・坂本稔・陳建立と共著）
　東京都北区教育委員会生涯学習課　2004年
33．「森吉町向様田A遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『向様田A遺跡遺物編一森吉山ダム建設事業
　に係わる埋蔵文化財発掘調査報告書）皿一』秋田県文化財調査報告書第370集（小林謙一・坂本稔・陳
　建立と共著）2004年
34、「山梨県御坂町桂野遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『桂野遺跡一農道取付道路地区発掘調査報告
　書一』（小林謙一・坂本稔・陳建立と共著）（財）山梨文化財研究所・山梨県峡東地域振興局農務部・御
　坂町教育委員会　2004年
35．「山梨県明野村梅之木遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『梅之木遺跡皿・永井原V遺跡』（小林謙一・
　坂本稔・陳建立と共著）明野村教育委員会　2004年
36．「井野長割遺跡出土炭化材の14C年代測定」『井野長割遺跡（第5次）』（小林謙一・坂本稔・陳建立と共著）
　佐倉市教育委員会　2004年
37．「山形県高瀬山遺跡1期出土土器付着物の14C年代測定」『高瀬山遺跡（1期）発掘調査報告書』第121
　集（小林謙一他と共著）山形県埋蔵文化財センター
　2004年
38．「第3節　炭化物の年代測定（108図）」『国立歴史民俗博物館研究報告』第120集（杉山晋作と共著）
　2004年
39．「付編2　向原n遺跡出土試料の14C年代測定」『天神林遺跡・砂押皿遺跡・大道南H遺跡・向原H遺跡』
　　（小林謙一・坂本稔と共著）群馬県安中市教育委員会　2004年
40．「山形県小松崎遺跡出土土器付着物の1℃年代測定」『山形県埋蔵文化財センター研究紀要』第2号（小
　林謙一他と共著）山形県埋蔵文化財センター　2004年
41．「第8章吉田遺跡出土炭化材の14C年代測定」『対馬吉田遺跡一縄文時代遺跡の発掘調査一』（小林謙
　　一他と共著）九州大学大学院人文科学研究院考古学研究室　2004年
42．「長野県箕輪町荒城遺跡2次調査出土炭化材の炭素14年代測定」『荒城遺跡　平成13年度箕輪町町営
　住宅建替事業に伴う埋蔵文化財第2次緊急発掘調査出土炭化材の炭素14年代測定』（小林謙一・坂本稔・
　松崎浩之と共著）2004年
43．「W出雲市中野清水遺跡出土漆・土器付着物試料の14C年代測定」『大津町北遺跡・中野清水遺跡』一
　　般国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書5（小林謙一・坂本稔・永嶋正春と共著）
　　島根県教育庁埋蔵文化財調査センター2004年
44．「北上市内遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『北上市埋蔵文化財年報（2002年度）』（小林謙一・坂
　　本稔・陳建立と共著）2004年
45．「高松市東中筋遺跡出土縄文晩期土器付着物の14C年代測定」『都市計画道路東浜港花ノ宮線街路事業
　　に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第二冊　東中筋遺跡一第2次調査一』高松市埋蔵文化財調査報告書
　　70集（小林謙一他と共著）2004年
46　「池上曽根遺跡の柱根の炭素14年代」『史跡池上曽根99《第1分冊一本文編・付編》』（辻誠一郎，春
　　成秀爾と共著）和泉市教育委員会　2004年
47　「埼玉県寄居町中小前田2遺跡出土土器付着物の14C年代測定」『中小前田2遺跡（第10次）』寄居町
　　遺跡調査会報告　25集（小林謙一と共著）　2004年
48　「韓国也音洞遺跡出土試料の炭素年代測定」『蔚山也音洞遺蹟一n地区発掘調査報告書一』第6冊（小
　　林謙一・坂本稔と共著）密陽大學校博物館，東義大學校博物館，蔚山廣域市　2004年
49　「第12章　出雲大社境内遺跡より出土した本殿柱材の年代測定結果について」『出雲大社遺跡』（坂本
　　稔他と共著）大社町教育委員会　2004年
50　「Radiocarbon　Dates　of　Charred　Materials　Collected　from　the　Pottery　of　The　A　g　PO　n　OPT　l　site」
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　『間宮海峡先史文化の復元と日本列島への文化的影響』東京大学常呂実習施設研究報告第二集（M．
　Sakamoto・T．　Kumaki・Usukiと共著）東京大学大学院人文社会系研究科付属北海文化研究常呂実験
　施設・ハバロフスク州郷土誌博物館　2005年
51．「第6節2　炭素14ウィッグルマッチング法による柱材の年代測定調査」『重要文化財関家住宅主屋・
　書院および表門保存修理工事報告書』財団法人文化財建造物保存技術協会　2005年
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